
令和６年度 シラバス      愛媛県立新居浜南高等学校 

工業 

教 科 科 目 単位数 履修年次・選択群 履修区分 

工 業 ソフトウェア技術 ３ ３年次・Ｍ 選 択 

使用教科書（出版社） 副教材（準備するもの） 履修の条件・連絡 

ソフトウェア技術 

（実教出版） 

全国工業高等学校長協会 

パソコン利用技術検定試験 

演習問題集２級 

（全国工業高等学校長協会出版） 

・ハードウェア技術、プログラミング

技術、実習と併せて履修すること。 

・パソコン利用技術検定試験２級を受

験します。受験料1、150円必要です。 

１ 科目の目標と評価の観点 

目   標 

・コンピュータのソフトウェアに関する基礎的な知識と技術を習得させ、実際に活用する能力と態度を育てる。 

・コンピュータを運用し、活用するために必要となるオペレーティングシステムやアプリケーションプログラムに関す

る基礎的な知識と技術を習得させ、実際に活用する能力と態度を育成する。 

・学習を通して、パソコン利用技術検定の資格を取得する。 

評価の観点及びその趣旨 

１．知識・技能 ２．思考・判断・表現 ３．主体的に学習に取り組む態度 

情報技術の進展に対応するために、コ

ンピュータのソフトウェアについてシ

ステムソフトウェアとプログラミング

ツールとを工業生産や社会生活と関連

付けて理解するとともに、アプリケーシ

ョンソフトウェア開発やソフトウェア

の活用におけるさまざまな状況に対応

できる力を身につけている。また、ネッ

トワークの接続やセキュリティ管理な

ど、システムの基本的な運用管理を行う

ことができる力を身につけている。また

、このようなソフトウェアの技術につい

て概念的に理解し、調査や演習を通して

、それらを実際に活用できる知識・技術

を身につけている。 

オペレーティングシステム、ネット

ワーク、セキュリティの管理、アプリ

ケーションソフトウェア開発に着目

して、コンピュータのソフトウェアに

関する課題を見いだし、単に生産性や

効率だけを優先するのではなく、科学

的な根拠に基づき工業技術の進展に

対応し解決する力を身につけている。

また、情報化社会における諸問題の解

決やソフトウェアの活用について自

ら思考を深め、問題解決方法を適切に

判断し、論述や報告書の作成、グルー

プでの話合いや発表、ソフトウェア制

作などの表現力を身につけている。 

コンピュータのソフトウェアを開

発する力の向上を目指し、効果的にデ

ータなどを処理するコンピュータの

ソフトウェアについて自ら学ぶ態度

や、情報技術の発展に主体的かつ協働

的に取り組む態度を身につけている。

また、ソフトウェアに関する知識・技

術を獲得したり、思考・判断・表現の

力を身につけたりすることに向けた

粘り強い取組みを通して、他者との協

働により自らの考えを相対化し、学び

に向かって意欲的に取り組む力や人

間性を身につけている。 

２ 学習計画と観点別評価項目 
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第 １ 章 
ソフトウ
ェアの基
礎 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１節 ソフトウェアの重要性 
 
 １ ハードウェアとソフトウェア 
 
 ２ ソフトウェアの基本 
 
 
 
 
２節 ソフトウェアの分類   
 
 １ ソフトウェアの分類 
 
 ２ ＯＳ  
 
 ３ ミドルウェア  
 
 ４ ソフトウェア開発ツール  
 
 ５ ソフトウェアパッケージ 
 
 
 
 

４ 
 
 
 
 
 
 
 
 
５ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・この章では、ソフトウェアの概念とそ
の基礎的な事柄・役割・機能、コンピ
ュータの種類の違いによる位置づけ
などについて理解させる。 

・ハードウェアとソフトウェアの概略を
説明し、それぞれの役割と範囲を理解
させる。  

 
 
・ソフトウェアの分類方法を説明し、シ
ステムソフトウェア・プログラミング
ツール・アプリケーションソフトウェ
アの違いを理解させ、それぞれどのよ
うなソフトウェアが含まれるかを理
解させる。 

・プログラミングツールについては、プ
ログラム言語の種類や、言語プロセッ
サの種類と働きを理解させる。 

・サービスプログラムの代表的なものと
働きや、統合開発環境を利用した活用
について理解させる。 
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第 ２ 章 
オペレー
ティング
システム 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
第 ３ 章 
オペレー
ティング
システム
の管理 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
３節 コンピュータシステムの処理形態  
 
 １ コンピュータネットワークシステム 
 
 ２ コンピュータの配置による分類 
 
 ３ コンピュータシステムの利用形態 
  
 ４ 最新の技術を利用した処理システム 
 
１節 ＯＳの概要  
 
 １ ＯＳの働き  
 
 ２ ＯＳの目的  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２節 ＯＳの機能  
 
 １ 制御プログラムの働き 
  
 ２ ジョブ管理  
 
 ３ プロセス管理  
 
 ４ メモリ管理  
 
 ５ データ管理  
 
 ６ 入出力管理・デバイス管理 
 
 ７ ネットワーク管理  
 
 ８ 運用管理・障害管理 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１節 インストールと環境整備 
 
 １ ＯＳの選択と周辺機器 
 
 ２ インストール  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
６ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
７ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
９ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
・コンピュータシステムの処理形態や利
用形態にはどのようなものがあるか
理解させ、それぞれの特徴を理解させ
る。また、最新のコンピュータシステ
ムに興味をもたせる。 

 
 
 
 
 
・この章では、ＯＳの働きおよび目的や
その構成を理解させる。また、ＯＳの
中核である制御プログラムの働きに
ついて理解させる。 

・ＯＳの基本的な働きについて理解す
る。  

・すべてのＯＳに共通する次の五つの目
的を理解させる。 

 ①資源の有効活用とは何か理解させ
る。 

 ②パフォーマンスの向上の必要性を
理解させる。 

 ③ＲＡＳＩＳが何を意味しているか
を理解させる。 

 ④プログラム開発支援の方法を理解
させる。 

 ⑤操作性や互換性の向上の意義を理
解させる。 

 
・ＯＳの中核となる制御プログラムの機
能を理解させる。 

 
・ジョブとプロセスの違いを理解させ、
ジョブ管理・プロセス管理の目的を理
解させる。  

・プロセスの三つの状態と、状態遷移の
関係を理解させ、プロセス管理のおお
まかな構成と役割を理解させる。 

・基本的なプロセスのスケジューリング
方式を理解させる。 

・割込み制御のしくみを理解させる。 
・メモリ管理の種類と方法を理解させ
る。実記憶管理にくわえて、とくに、
現在主流の方法である仮想記憶管理
について理解を深める。 

・データ管理では、ファイルシステムと
小型コンピュータのデータ管理につ
いて理解させる。 

・入出力管理におけるデバイスドライバ
を用いたデバイス管理について理解
させる。 

・ネットワーク管理・運用管理・障害管
理などに必要なＯＳの機能について
も理解させる。 

 
・この章では、ＯＳの導入と操作・運用
にあたっての保守・管理について理解
させる。 

・コンピュータの利用目的に合ったＯＳ
を選択し、正しく動作させるために必
要な作業について理解させる。具体的
には以下の通りである。 

・コンピュータシステムを構成するハー
ドウェアについて理解させる。  

・ＯＳのインストールと初期設定の方法
を理解させ、実際に行えるようにす
る。 

・周辺装置を使えるようにし、正しいＯ
Ｓの起動・終了を理解させる。 
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第 4 章 
情報セキ
ュリティ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
２節 小規模ネットワークの編成  
 
 １ ネットワークの基礎知識  
 
 ２ サーバの管理  
 
 ３ 利用者管理  
 
３節 セキュリティ管理   
 
 １ ＯＳのセキュリティ  
 
 ２ ネットワークのセキュリティ 
 
 
 
４節 障害管理  
 
 １ システム状況の監視  
 
 ２  障害情報の収集と対策 
 
 
 
 
１節 情報セキュリティの基礎 
 
 １ 情報セキュリティの基本概念 
 
 ２ 情報システムにおける危険性 
 
 ３ 感染経路とセキュリティ対策 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２節 情報セキュリティ管理 
  
 １ 情報セキュリティ管理の基本  
 
 ２ リスクマネジメント 
 
 ３ 物理的セキュリティ対策 
 
 ４ 人的セキュリティ対策  
 
 ５ 技術的セキュリティ対策  
 
 ６ 情報セキュリティ関連制度  
 
 ７ 標準化団体と規格 
 
３節 情報に関する法律 
 
 １ ソフトウェアの法的保護  
 
 ２ 情報セキュリティに関する法律 
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・小規模なネットワークを構成するため
の、基礎的な知識を習得させる。 
・サーバの種類と働きを理解させる。 
・利用者の種類とその管理方法を理解さ
せる。 
 
 
 
・セキュリティの基本である、OS・ソフ
トウェアのアップデート、アクセス管
理、暗号化制御について基本を理解させ
る。 
・ネットワークセキュリティの基本であ
るファイアウォールなどについて理解
させる。  
 
・障害の発生を防ぐためには、システム
の運用状況を監視する必要があること
を理解させる。 
・障害が生じたとき、障害情報の収集を
行い、障害回復するための方法を理解さ
せる。 
・バックアップの必要性と重要性を理解
させる。 
 
・この章では、情報セキュリティの信頼
性の向上と安全対策のための、情報セキ
ュリティ技術および情報に関する法律
や標準化規格について理解させる。 
・情報セキュリティの基本的な概念を理
解させる。 
・情報セキュリティがなぜ必要であるか
を、情報資産という観点から理解させ
る。 
・情報システムにおける危険性にはどの
ようなものがあるかを理解させる。 
・マルウェアの感染経路とセキュリティ
対策の方法について理解させ、実際に対
応できるようにする。 
 
 
・情報セキュリティポリシにもとづく情
報セキュリティ管理の基本を理解させ
る。 
・安全・安心な情報システムを構築する
ためのリスクマネジメントについて理
解させる。 
・セキュリティポリシにもとづく、物理
的・人的・技術的セキュリティ対策につ
いて理解させる。  
・情報セキュリティ関連制度や標準化規
格について確認させる。 
 
 
 
 
 
・ソフトウェアの権利と法的保護につい
て説明し、ソフトウェアがなぜ保護され
る必要があるのかを理解させ、ソフトウ
ェアに対する倫理観や価値観を育成す
る。 
・ソフトウェアの使用許諾契約など、ソ
フトウェアを実際に使用するさいの法
的規制を理解させる。 
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第 5 章 
ソフトウ
ェアの制
作 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
１節 ソフトウェア開発の基礎 
 
 １ ソフトウェア開発の概要 
 
 ２ 問題点や課題の解決の検討 
 
 ３ ソフトウェア開発の手法 
 
 ４ プログラミング手法  
 
 ５ ソフトウェア開発の基礎知識 
 
 
 
 
 
２節 ソフトウェア開発の手順 
 
 １ 開発するソフトウェアの想定 
 
 ２ 基本計画 
 
 ３ 外部設計 
 
 ４ 内部設計 
 
 ５ プログラム設計 
 
 ６ プログラミング 
 
 ７ テスト 
 
 ８ 運用・保守 
 
３節 アプリケーションの制作  
 
 １ アプリケーション制作の基礎知識 
 
 ２ パーソナルコンピュータアプリ

ケーションの制作 
 
 ３ スマートフォンアプリケーショ

ンの制作 
 
 ４ Ｗｅｂアプリケーションの制作 
 
家庭学習 
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２ 
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・この章では、ソフトウェアの制作手順
・制作環境などをアプリケーションソフ
トウェアの制作の視点でとらえ、ソフト
ウェアがどのように企画され開発され
るか学習する。  
・ソフトウェア開発に必要な企画や設計
など、ソフトウェア開発の基礎を理解さ
せる。  
・問題点や課題の解決方法としてのソフ
トウェア開発の手法について理解させ
る。 
・構造化プログラミングとオブジェクト
指向プログラミングの概要と、これらに
必要な図による表現手法について理解
させる。 
 
・実際のソフトウェア開発を想定し、ウ
ォータフォールモデルを使ったスマー
トフォンアプリケーション開発を学習
する。 
・計画・設計・プログラミングの方法や
成果物としての文書作成などについて
理解させる。 
・ソフトウェアのテストや運用・保守の
方法について理解させる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・アプリケーションソフトウェア制作に
必要な知識を習得させる。 
・パーソナルコンピュータアプリケーシ
ョンの開発環境やプログラミング作成
の技術を理解させる。 
・スマートフォンアプリケーションの開
発環境やプログラミング作成の技術を
理解させる。 
・Ｗｅｂアプリケーションのプログラミ
ング作成の技術を理解させる。 
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学 

 

習 

 

評 

 

価 

観点 １．知識・技能 ２．思考・判断・表現 ３．主体的に学習に取り組む態度 

規 

 

準 

・ソフトウェア特徴を理解し、そ
の用途に応じた利用方法を修
得できているか。 

・コンピュータを用途に応じて
適切に活用することができる
か。 

・ソフトウェアを広い視野から自
ら考え、基礎的な知識と技術を
生かして適切に判断し、創意工
夫する能力が身に付いている
か。 

・学習活動に積極的に参加してい
るか。 

・ソフトウェアに関する諸課題に
関心を持ち、その改善、向上を目
指して取り組めているか。 

手 

段 

・定期考査 
・制作した作品の内容 
・ノートの内容 

・定期考査、小テスト 
・質問に対する対応 
・課題の内容 

・参加の仕方や態度 
・課題・ノートの提出状況 

単元末や学期末及び年次末にお

ける評価の総括方法 

単元末、学期末ごとに評価を総括し、年次末に単元末と、学期末の総括を行

い評価する。 

学習上の 

留意点 

・コンピュータを充分活用し、自主的に問題解決に臨むこと。 
・授業での理解を確実なものにするために、予習･復習を行うこと。 

・作品、レポート、課題プリント等の提出物は期限を厳守すること。 

 


